
（4）	（駅
えき
員
いん
は）荷

に
物
もつ
を持

も
ち	

上
あ
げるや否

いな
や、荷

に
物
もつ
	

を 持
も
っ て 走

はし
り	

出
だ
した。

（3）に「や否
いな
や」（4）に

「とたん（に）」を用
もち
いる

と、間
ま
違
ちが
いとは言

い
えない

けれど、次のように少
すこ
し

不
ふ
自
し
然
ぜん
な文

ぶん
になります。

（5）	？（駅
えき
員
いん
は）荷

に
物
もつ
を持

も
ち上

あ
げるや否

いな
や、あまりの重

おも
さ	

に腰
こし
を抜

ぬ
かしてしまった。

a. あまりの重
おも
さに腰

こし
を抜

ぬ
かしてしまった＊。

b. 荷
に
物
もつ
を持

も
って走

はし
り出

だ
した。

（＊「とても重
おも
くて、座

すわ
り込

こ
んだまま立

た
てなくなってしまった」	

の意
い
味
み
。）

できましたか。
（1）- a、（2）- b になった人

ひと
が多

おお
いと思

おも
いますが、どう	

でしょうか。a と b の違
ちが
いは、a が「突

とつ
然
ぜん
の事

じ
態
たい
の発

はっ
生
せい
	

（予
よ
想
そう
していなかったことが急

きゅう
に起

お
きること）」を、bが

人
ひと
の「意

い
志
し
的
てき
な動

どう
作
さ
・行
こう
為
い
（「しよう」と思

おも
って行

おこな
う行

こう
動
どう
）」

を表
あらわ
しているということです。文

ぶん
を完

かん
成
せい
すると、次

つぎ
の	

ようになります。

（3）	（駅
えき
員
いん
は）荷

に
物
もつ
を持

も
ち上

あ
げたとたん、あまりの重

おも
さに

腰
こし
を抜

ぬ
かしてしまった。

皆
みな
さんは今

いま
までこの『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』で、「雨

あめ
が	

降
ふ
ったら、試

し
合
あい
は中

ちゅう
止
し
だ。」「通

つう
訳
やく
になるために、日

に
本
ほん
語
ご
を

勉
べん
強
きょう
している。」のような文

ぶん
を勉

べん
強
きょう
したことがありますね。

これらの文
ぶん
は、まず、文

ぶん
1 があって、次

つぎ
に文

ぶん
1 と文

ぶん
2 を	

結
むす
ぶもの（接

せつ
続
ぞく
形
けい
式
しき
）が続

つつ
き、文

ぶん
2 によって全

ぜん
体
たい
が	

まとまります。「文
ぶん
1 ＋接

せつ
続
ぞく
形
けい
式
しき
」を従

じゅう
属
ぞく
節
せつ
、「文

ぶん
2」を	

主
しゅ
節
せつ
と呼

よ
びます。

雨
あめ
が降

ふ
ったら、試

し
合
あい
は中

ちゅう
止
し
だ。

	 文
ぶん
1	 +	 接

せつ
続
ぞく
形
けい
式
しき
	 文

ぶん
2

	 従
じゅう
属
ぞく
節
せつ
	 主

しゅ
節
せつ

日
に
本
ほん
語
ご
には、同

おな
じような意

い
味
み
なのに異

こと
なる接

せつ
続
ぞく
形
けい
式
しき
を

持
も
つ従

じゅう
属
ぞく
節
せつ
がたくさんあります。「雨

あめ
が降

ふ
ったら／降

ふ
る	

とき／降
ふ
った場

ば
合
あい
」「雨

あめ
が降

ふ
るから／降

ふ
るために／降

ふ
った	

せいで／降
ふ
ったおかげで」などなどです。

今
こん
回
かい
は、「従

じゅう
属
ぞく
節
せつ
内
ない
の事

こと
柄
がら
が終

お
わると、すぐに主

しゅ
節
せつ
の	

事
こと
柄
がら
を行

おこな
う／主

しゅ
節
せつ
の事

こと
柄
がら
が起

お
こる」という意

い
味
み
の「とたん	

（に）」と「や否
いな
や」について考

かんが
えます。

「や否
いな
や」は上

じょう
級
きゅう
レベルの表

ひょう
現
げん
ですが、書

か
きことばとして	

よく使
つか
われるので取

と
り上

あ
げました。初

はじ
めての方

かた
は挑

ちょう
戦
せん
して	

みてください。また、「とたん（に）」の「に」は省
しょう
略
りゃく
可
か
能
のう

です。本
ほん
文
ぶん
には「とたん」「とたんに」の両

りょう
方
ほう
が現

あら
われます。

さて、問
もん
題
だい
です。次

つぎ
のストーリーを読

よ
んで、問

もん
題
だい
1 を

してください。

ストーリー
駅
えき
のプラットホームに一

ひと
つの荷

に
物
もつ
が置

お
かれていました。	

誰
だれ
が何

なん
のために置

お
いたのかわかりません。

そのとき、一
ひと
人
り
の駅

えき
員
いん
が近

ちか
づいてきて、その荷

に
物
もつ
を	

持
も
ち上

あ
げようとしました。

問
もん
題
だい
1：次

つぎ
の文

ぶん
の後

こう
半
はん
を完

かん
成
せい
して、ストーリーの続

つづ
きを

作
つく
ってください。

（1）（駅
えき
員
いん
は）荷

に
物
もつ
を持

も
ち上

あ
げたとたん、�

（2）（駅
えき
員
いん
は）荷

に
物
もつ
を持

も
ち上

あ
げるや否

いな
や、�

いかがですか。わかりにくかった人
ひと
は、次

つぎ
の a，b の

どちらが（1）（2）に続
つづ
きやすいか考

かんが
えてみてください。

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく‼

は
が

ほど
くらい

「とたん（に）」
� と「や否

いな
や」
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（6）	？（駅
えき
員
いん
は）荷

に
物
もつ
を持

も
ち上

あ
げたとたん、荷

に
物
もつ
を持

も
って	

走
はし
り出

だ
した。

以
い
上
じょう
のことから、「とたん（に）」の主

しゅ
節
せつ
には「突

とつ
然
ぜん
の事

じ
態
たい
	

の発
はっ
生
せい
」が、「や否

いな
や」の主

しゅ
節
せつ
には「意

い
志
し
的
てき
な動

どう
作
さ
・行

こう
為
い
」

の事
こと
柄
がら
が来

き
やすいということが言

い
えそうです。

では、もう少
すこ
し「とたん（に）」と「や否

いな
や」の使

つか
い方

かた
に

ついて見
み
ていきましょう。問

もん
題
だい
です。

問
もん
題
だい
2：次

つぎ
の（7）～（11）において、まず「➡」の前

まえ
の事

こと
柄
がら
が	

起
お
こり、そのあと「➡」の後

うし
ろの事

こと
柄
がら
が続

つづ
いたとします。

後
うし
ろの事

こと
柄
がら
が「事

じ
態
たい
の発

はっ
生
せい
」なら a を、「動

どう
作
さ
・行

こう
為
い
」	

なら bを（　）の中
なか
に入

い
れてください。

（7）	 会
あ
った➡好

す
きになる（　）

（8）	 会
あ
った➡プロポーズする（　）

（9）	 CD-ROMを入
い
れる➡フリーズする（　）

（10）	玄
げん
関
かん
にカバンを置

お
く➡外

そと
へ飛

と
び出

だ
していく（　）

（11）	振
ふ
り向

む
く➡殴

なぐ
られる（　）

い か が で す か。（7）- a、（8）- b、（9）- a、（10）- b、	
（11）- a になりましたか。（5）で、「殴

な
る」なら人

ひと
の	

動
どう
作
さ
・行
こう
為
い
ですが、受

うけ
身
み
の「殴

なぐ
られる」は事

じ
態
たい
になります。

「とたん」は漢
かん
字
じ
で「途

と
端
たん
」と書

か
くように、「道

みち
（プロセス）	

の端
はし
」を表

あらわ
し、そのことが起

お
こった最

さい
初
しょ
の瞬

しゅん
間
かん
を強

きょう
調
ちょう
	

します。「や否
いな
や」もよく似

に
ていますが、「従

じゅう
属
ぞく
節
せつ
の事

こと
柄
がら
を、

意
い
志
し
的
てき
に、待

ま
ち構

かま
えていて」という時

とき
によく用

もち
いられ	

ます。「待
まち
ち構

かま
えて」というのは、「次

つぎ
の行

こう
動
どう
をしようと

今
いま
か今

いま
かと待

ま
っている」という様

よう
子
す
を表

あらわ
します。つまり、

「待
ま
ち構

かま
えて」なので、主

しゅ
節
せつ
には動

どう
作
さ
主
しゅ
の意

い
志
し
が入

はい
る場

ば
合
あい

が多
おお
いです。

では、問
もん
題
だい
2 の（7）～（11）を文

ぶん
にしてみましょう。

（7）’	彼
かれ
は会

あ
ったとたんに、彼

かの
女
じょ
のことが好

す
きになった。

（8）’	彼
かれ
は会

あ
うや否

いな
や、彼

かの
女
じょ
にプロポーズした。

（9）’	CD-ROMを入
い
れたとたん、フリーズしてしまった。

（10）’	うちの子は毎
まい
日
にち
、玄

げん
関
かん
にカバンを置

お
くや否

いな
や、外

そと
へ	

飛
と
び出

だ
していく。

（11）’	私
わたし
は振

ふ
り向

む
いたとたんに、誰

だれ
かに頭

あたま
を殴

なぐ
られた。

皆
みな
さんの頭

あたま
の中

なか
には「とたん（に）」=「突

とつ
然
ぜん
の事

じ
態
たい
の	

発
はっ
生
せい
」、「や否

いな
や」=「待

ま
ち構

かま
えての動

どう
作
さ
・行
こう
為
い
」という図

ず
式
しき
	

ができたことと思
おも
います。ところが、次

つぎ
のように、事

じ
態
たい

を表
あらわ
す文

ぶん
にも「や否

いな
や」が用

もち
いられることがあります。

（12）	空
そら
が暗

くら
くなるや否

いな
や、大

おお
粒
つぶ
の雨

あめ
が降

ふ
り出

だ
した。

（13）	番
ばん
組
ぐみ
が終

お
わるや否

いな
や、放

ほう
送
そう
局
きょく
にたくさんの電

でん
話
わ
が	

かかってきた。

「雨
あめ
が降

ふ
り出

だ
す」「電

でん
話
わ
がかかってくる」は両

りょう
方
ほう
とも	

事
じ
態
たい
ですが、ここでは「や否

いな
や」が可

か
能
のう
になっています。

このことは、「や否
いな
や」は「動

どう
作
さ
・行
こう
為
い
」だけでなく、「事

じ
態
たい
	

の発
はっ
生
せい
」も表

あらわ
せることを意

い
味
み
しています。

ところが、「とたん（に）」と「や否
いな
や」ではニュアンス

がどこか違
ちが
うのですが、どうでしょうか。（12）と（14）、

（13）と（15）を比
くら
べてください。

（14）	空
そら
が暗

くら
くなったとたん、大

おお
粒
つぶ
の雨

あめ
が降

ふ
り出

だ
した。

（15）	番
ばん
組
ぐみ
が終

おわ
ったとたん、放

ほう
送
そう
局
きょく
にたくさんの電

でん
話
わ
が	

かかってきた。

「とたん（に）」は「突
とつ
然
ぜん
その事

じ
態
たい
が起

お
きた」その瞬

しゅん
間
かん

を表
あらわ
していますが、「や否

いな
や」は、同

おな
じ事

じ
態
たい
の発

はっ
生
せい
でも、

「空
そら
が暗

くら
くなる」「番

ばん
組
ぐみ
が終

お
わる」のを待

ま
っていたかの	

ようにすぐに、次
つき
の事

じ
態
たい
が起

お
こったという「待

ま
ち構

かま
え」

の意
い
味
み
合
あ
いが含

ふく
まれています。

では、最
さい
後
ご
に、「～と、すぐ」は、「とたん（に）」「や否

いな
や」

とどう異
こと
なるかについて簡

かん
単
たん
に触

ふ
れておきます。

（16）	味
み
方
かた
チームが（負

ま
け始

はじ
めたとたん／負

ま
け始

はじ
め る や	

否
いな
や／負

ま
け始

はじ
めるとすぐ）、見

けん
物
ぶつ
客
きゃく
は帰

かえ
り始

はじ
めた。

これは野
や
球
きゅう
場
じょう
の様

よう
子
す
ですが、「負

ま
け始

はじ
めたとたん」は、

1秒
びょう
の間

ま
も置

お
かないぐらいすぐに客

きゃく
が帰

かえ
ってしまう様

よう
子
す

を、よりリアルに強
きょう
調
ちょう
した形

かたち
で表

あらわ
し、「負

ま
け始

はじ
めるや否

いな
や」

は、客
きゃく
が「負

ま
けるのはおもしろくない。負

ま
け始

はじ
めたら	

すぐに帰
かえ
ろう（と待

ま
っていた）」という「待

ま
ち構

かま
え」の	

勢
いきお
いや意

い
志
し
を感

かん
じさせます。一

いっ
方
ぽう
、「〜と、すぐ」は中

ちゅう
立
りつ
的
てき
	

に客
きゃく
の動

うご
きを述

のべ
べており、帰

かえ
り始

はじ
めるのも、1、2 分

ふん
、	

時
じ
間
かん
を置

お
いても大

だい
丈
じょう
夫
ぶ
と言

い
えるでしょう。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
：�

森
もり
田
た
良
よし
行
ゆき
（1989）『基

き
礎
そ
日
に
本
ほん
語
ご
辞
じ
典
てん
』角
かど
川
かわ
書
しょ
店
てん

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失

しっ
敗
ぱい
例
れい
などぜひお寄

よ
せください。


